
今
年
の
目
標
！

　笠
間
の
魅
力
を

　
　も
っ
と
伝
え
た
い
！！

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
笠
間
に
移
住
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。茨

城
弁
も
多
少
は
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
で
す
よ
ね
？
」
と
か
「
岡
本
さ
ん
」

と
、
名
前
を
呼
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も

増
え
、
少
し
ず
つ
笠
間
に
溶
け
込
ん
で

い
る
の
で
は
？
と
感
じ
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。

　
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
の
半
年
間
を

振
り
返
り
、
取
り
組
み
を
整
理
し
て
み

ま
し
た
。

　
私
の
協
力
隊
と
し
て
の
命
題
は
、

「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
運
営
強

化
」
で
す
。特
に
農
産
物
直
売
所
を
盛

り
上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
場
所
に
す
る
こ
と
。何
が

正
解
な
の
か
は
手
探
り
状
態
で
す
が
、

直
売
所
で
新
た
に
始
め
た
こ
と
は
、
商

品
陳
列
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
や
商
品

P
O
P
の
作
成
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
焼
き
栗
販
売
（
12
月
で
一
旦
終

了
）、
各
種
イ
ベン
ト
へ
の
P
R
出
展
な

ど
で
す
。

　
反
省
点
と
し
て
は
、
直
売
所
で
の
活

動
ば
か
り
と
な
り
、
笠
間
の
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
感
じ
た
り
発
信
し
た
り
で

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

55歳。兵庫県より移住。55歳。兵庫県より移住。

おかおか もともと こうこう じじ

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

き
な
か
っ
た
こ
と
。な
の
で
今
年
の
目
標

は
、
笠
間
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
取

り
、
感
じ
取
っ
た
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
る
。で
き
れ
ば
私
の
生
ま
れ

育
っ
た
大
阪
や
神
戸
、
姫
路
に
ま
で
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
皆
さ
ん
！
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

★
最
後
に

　
こ
の
ペー
ジ
の
右
端
に
あ
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
切
り
取
っ
て
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

農
産
物
直
売
所（
笠
間
市
本
戸
４
２
５

８
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。コ
ー
ヒ
ー
・

わ
た
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
い
ず
れ
か

１
品
と
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

焼き栗も焼けるようになりました 直売所レイアウト

公民館まつり キッズコーナー

商品のPOP

やさしい保険プラザ友部スクエア店

お気軽に
ご相談ください

新年、明けましておめでとうございます。
旧年中はたくさんのご愛顧いただき、ありがとうございました。
本年もスタッフ一同、皆さまのお役に立てるよう努めてまいりますので
どうぞよろしくお願いいたします。

　やさしい保険プラザでは生命保険会社25社、損害保険会社12社の取扱いが
ございます。
　ご加入中の保険の見直し相談や新規加入のお手続き、給付金請求まで、丁寧な
ご案内とアフターサービスに努めております。ぜひお気軽に、ご来店ください。

と

救急医療は適正に受診しましょう

救急医療の受診に迷ったら…

　大切な命や健康を守るため、救急医療機関では、休日や夜間でも救急患者の診療を行っています。
　休日や夜間の救急医療は、限られたスタッフや設備で運営しています。緊急性の低い軽症の患者が集中
すると、救急の患者に対する治療の遅れを招きます。
　十分な治療や検査を受けるため、かかりつけ医をもち、スタッフや設備が整っている通常の診療時間内
に受診することを心がけるようにしてください。
　皆さんが安心して医療を受けられる体制を維持するためには、一人一人の適正な受診が必要です。ご協
力をお願いします。
●市の休日救急診療当番は、P3 をご覧ください。

　休日や夜間に受診するか迷ったときは、救急相談を利用してください。重症・緊急と判断したときは、
落ち着いて救急車（☎119）を呼んでください。
▼電話による救急相談・医療機関案内
　急な病気への相談や受診可能な医療機関の案内を、看護師が 24 時間体制で行っています（歯科を除く）。
　●茨城子ども救急電話相談（14 歳以下）#8000 または ☎03-5367-2367
　●茨城おとな救急電話相談（15 歳以上）#7119 または ☎03-5367-2365
　※「# ダイヤル」は、プッシュ回線の固定電話と携帯電話のみ利用できます。
▼インターネットによる医療機関案内
　●茨城県救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
　　�受診可能な医療機関検索や小児救急パンフレット

の閲覧ができます。
　●いばらき医療機関情報ネット
　　http://www.ibaraki-medinfo.jp/
　　医療機関の基本情報を調べることができます。
▼インターネットによる救急相談
　●全国版救急受診アプリ「Ｑ助」
　　�https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/

appropriate/appropriate003.html
　　�症状を選択していくと、緊急度や対応が表示され

ます。
　●こどもの救急（生後 1 か月～ 6 歳児）
　　http://kodomo-qq.jp
　　�休日や夜間の診療時間外に、医療機関を受診する

かの判断の目安を提供しています。
【問い合わせ】健康増進課　TEL0296-77-9145

茨城県救急医療
情報システム

いばらき医療機関
情報ネット

Ｑ助 こどもの救急
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